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株式会社セブン‐イレブン・ジャパン（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：阿久津 知洋）は、『2025

年度 SDGs 全国子どもポスターコンクール』（主催：NPO 法人子ども大学くにたち）に協賛し、応募総数約

5,500 作品の中から「セブン‐イレブン賞」7 作品を選出しました。2026 年 2 月 15 日（日）に表彰式が開催さ

れました。 

本コンクールは、NPO 法人子ども大学くにたちが主催し、子どもたちが SDGs の 17 の目標から 1 つを選び、達成に

向けた課題意識や提案をポスターとして表現する取り組みです。未来を担う世代の視点を尊重し、持続可能な社会を

共に実現していくために、セブン‐イレブンの本コンクールへの協賛と「セブン‐イレブン賞」を創設いたしました。当社が掲げ

る「健康」「地域」「環境」「人財」の 4 つのビジョンを軸に、子どもたちの視点から生まれたメッセージ性や行動喚起の力

を重視して選定し、「セブン‐イレブン賞」7 作品を表彰しました。 

 

応募作品は、「持続可能な社会」という社会的な潮流に対し、子どもたちが自分事として向き合い、一生懸命に描

いたものばかりです。どの作品も子どもたちの自由な発想から生まれる、大人では思いつかないような驚きに満ちた 

アイデアが散りばめられていて、作品からあふれ出す純粋なエネルギーに触れることができました。 

 

今後もセブン‐イレブンは、未来世代との対話を大切にしながら、持続可能な社会の実現に向けた SDGs の取り組

みを推進してまいります。 

 

 

『SDGs 全国子どもポスターコンクール』の 
「セブン‐イレブン賞」7 作品決定！ 

～持続可能な社会の実現に向けた SDGs の取り組みを推進～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             「セブン‐イレブン賞」を受賞した出席者 

 

「SDGs 全国子どもポスターコンクール」紹介サイト 

URL：https://www.cu‐kunitachi.or.jp/sdgs‐poster/ 

 

【概要】 

コンクール名：2025 年度 SDGs 全国子どもポスターコンクール 

主催：NPO 法人子ども大学くにたち 

協賛：株式会社セブン‐イレブン・ジャパン 等 

応募期間：2025 年 7 月 15 日（火）～11 月 15 日（土） 

応募総数：約 5,500 作品 

表彰作品：全 50 作品（「セブン‐イレブン賞」は 7 作品） 

表彰式日程：2026 年 2 月 15 日（日） 

 

 

【「セブン‐イレブン賞」受賞作品】 ※受賞者のコメントより引用 

この作品は世界のどこでも質の高い教育を受けられるようになったことをあらわしています。今も貧困や 

戦争などで教育を受けたくても受けられない子どもたちがいます。私たちのように質の高い教育を受け 

られる子どもを増やしていってほしいです。 

（中学 1 年生） 

 

安心安全な交通機関や公共施設がそろっていること環境や高齢者にやさしいことなど、誰もが住みやす

いまちになればより良い未来につながると思いこの絵を描きました。住みやすいまちであり続けるために、 

ごみの分別や清掃活動がなど自分ができることにも積極的に取り組みたいです。 

（小学 4 年生） 
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この作品で私は、ポイ捨てが多く、もっとリサイクルしていれば、SDGs の目標達成にも近づけて、生活も

豊かになると思い、絵を書きました。この作品のポイントは、リサイクルする前のリサイクルボックスと、リサイク

ルした後のものもいれて、流れを心がけた所です。 

（中学 3 年生） 

 

この作品は「14 海の豊かさを守ろう」について描いたものです。海の問題で特に酷いと思うものがゴミだと

思いゴミが流れついた海辺を描こうと思いました。そしてこの問題が解決して欲しい、綺麗な海が見たい 

という願いを込めて中央にゴミか一つもない海と海辺を描きました。 

（中学 3 年生） 

 

わたしのまちには熊がいっぱいでてこわいです。まちからはなれた山にコナラやミズナラの木をうえて、とうぶつ

も、人もあんしんできるまちにしたいです。そうしたらちきゅうもよろこぶとおもいます。みんなでたくさん木をう

えたらいいなとおもってかきました。 

（小学 1 年生） 

 

一人一人の違いはたから物です。その思いを色と形がちがうピースが集まって一つの絵になるパズルで 

表現しました。みんなが力をあわせれば楽しく平和な未来を作れます。 

（小学 6 年生） 

 

 

私が選んだテーマは「17 パートナーシップで目標を達成しよう」だ。住んでいる国や人種がちがっていても

みんな一つの地球でくらしている。バラバラのパズルを組み合わせていくように、世界中の仲間と協力して、

地球を守っていきたいという思いだ。 

（小学 5 年生） 

 

 

セブン‐イレブン担当者コメント 

今回、セブン‐イレブンが協賛する、第 6 回「SDGs 全国子どもポスターコンクール」において、「セブン‐イレブン賞」 

7 作品が決定しました。どの作品も素晴らしく、応募総数約 5,500 作品の中から選ぶのは大変難しかったですが、当

社が掲げる「健康」「地域」「環境」「人財」の 4 つのビジョンを軸に、選ばせていただきました。 

「セブン‐イレブン賞」に選ばせていただいた作品は、いずれも子どもたちが抱いている「社会を良くしたい」という想いが

感じられる素晴らしいもので、子どもたちの真っ直ぐな瞳が見つめる未来に触れ、心が温まる作品でした。 

今後も子どもたちの想いに寄り添いながら、セブン‐イレブンも「SDGs」や「社会貢献」と向き合っていきます。 

 


